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「
玄
洋
社
」
生
み
の
親
、
高
場
乱
＝
天
保
二
年

（
１
８
３
１
）
～
明
治
二
十
四
年
（
１
８
９
１
）
＝
が
主

宰
し
た
私
塾
「
興
志
塾
」
を
、
地
元
、
福
岡
・
博
多
の
人

た
ち
は
「
人
参
畑
塾
」
と
呼
び
、
高
場
乱
を
「
人
参
畑
の

ば
ば
さ
ん
」
と
呼
ん
で
親
し
ん
だ
。「
人
参
畑
」
と
い
う

の
は
、
塾
が
あ
っ
た
場
所
一
帯
に
、
か
つ
て
福
岡
藩
の
人

参
畑
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
地
名
だ
が
、
ど
ん
な

人
参
畑
だ
っ
た
の
か
。
地
名
の
由
来
を
た
ど
っ
て
み
た
。

　　
今号の主な内容

▽
市
博
物
館
で
「
辛
亥
革
命
」
企
画
展

　

開
催
へ
＝
２
面

▽
第
２
回
「
桧
原
桜
賞
」
決
ま
る
＝
２

　

面
▽
進
藤
理
事
の
「
叙
勲
を
祝
う
会
」
開

　

催
＝
３
面

▽
「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」
日
程
決

　

ま
る
＝
３
面
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（
こ
の
間
に
人
参
町
が
あ
っ
た
）

一
ば
ん
場
所
の
い
ゝ
上
田
の
一

部
を
劃
し
、
竹
矢
来
に
注
連
縄

（
し
め
な
わ
）
を
張
り
め
ぐ
ら

し
た
中
に
、
と
て
も
厳
重
な
監

視
つ
き
で
高
貴
薬
人
参
を
栽
培

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人
参

畑
の
廃
れ
た
あ
と
に
移
っ
て
来

て
、
わ
が
高
場
乱
先
生
は
さ
さ

や
か
な
が
ら
も
異
色
あ
る
経
学

の
道
場
興
志
塾
を
開
い
た
。〉

　

ま
た
、
郷
土
史
研
究
家
、
柳

猛
直
氏
に
よ
る
地
方
紙
「
フ
ク

ニ
チ
新
聞
」
の
連
載
記
事
「
町

名
物
語
・
ル
ー
ツ
わ
が
町
」
は
、

昭
和
六
十
年
九
月
二
十
三
日
付

で
、
人
参
畑
を
次
の
よ
う
に
紹

介
し
て
い
る
。

　
〈
旧
藩
時
代
こ
の
あ
た
り
に

人
参
畑
が
あ
っ
た
の
で
、
地
名

も
そ
の
ま
ま
人
参
畑
と
い
っ

た
。
地
元
で
は
こ
れ
を
「
に
ー

じ
ん
ば
た
け
」
と
発
音
す
る
。

…
こ
こ
に
は
福
岡
藩
の
朝
鮮
人

参
の
苗
圃
が
あ
っ
て
、
高
貴
薬

の
原
料
で
あ
る
人
参
の
苗
を
育

て
て
い
た
。

　

十
八
世
紀
中
ご
ろ
の
宝
暦
年

　
「
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
」
が
あ
る

の
は
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
を
中
心
に
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
一
角
。
博

多
駅
前
四
丁
目
と
い
う
地
名

に
な
っ
た
の
は
昭
和
四
十
四
年

か
ら
。
そ
れ
以
前
は
「
上
人
参

町
」
と
い
い
、
北
の
方
に
は

「
中
人
参
町
」「
下
人
参
町
」

も
あ
っ
た
。
こ
の
呼
称
は
福
岡

市
が
昭
和
二
十
七
年
に
公
称
と

し
て
定
め
た
町
名
で
、
そ
れ
以

前
は
藩
政
時
代
か
ら「
人
参
畑
」

と
い
っ
た
。

　

福
岡
藩
は
こ
こ
で
人
参
を
栽

培
し
て
い
た
。
人
参
と
い
っ
て

も
野
菜
の
人
参
で
は
な
く
、
高

貴
薬
の
朝
鮮
人
参
だ
っ
た
。

間
に
幕
府
が
栽
培
に
成
功
し
た

朝
鮮
人
参
の
種
子
を
諸
国
に
下

げ
渡
し
て
栽
培
を
奨
励
し
て
い

る
。
こ
れ
を
御
種
人
参
と
称
し

た
。

　

福
岡
の
人
参
畑
も
幕
府
か
ら

下
げ
渡
さ
れ
た
御
種
人
参
を
播

種
育
苗
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に

は
人
参
方
の
役
人
の
官
舎
も
あ

り
、
厳
重
な
監
視
の
も
と
に
育

種
が
行
わ
れ
、
こ
れ
を
鞍
手
郡

犬
鳴
山
あ
た
り
の
畑
で
栽
培
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
に
な
っ
て
か
ら
人
参
畑

は
廃
止
さ
れ
る
の
だ
が
人
参
畑

の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
の
は

〝
人
参
畑
の
ば
ば
さ
ん
〟
と
呼

ば
れ
た
高
場
乱
の
私
塾
「
興
志

塾
」
で
あ
っ
た
。〉

　

碑
は
、
皇
紀
二
千
六
百
一

年
、
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一

日
に
「
高
場
乱
先
生
育
英
の

地
」
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
高

場
乱
の
歿
後
五
十
年
の
命
日
に

際
し
て
の
建
立
だ
。

　

建
立
し
た
の
は
高
場
損
蔵

氏
。
高
場
乱
の
養
子
応
（
こ
た

う
）
の
子
で
乱
の
孫
に
な
る
。

陸
士
、
陸
大
を
卒
業
し
た
陸
軍

大
佐
だ
っ
た
。

　

碑
が
建
つ
場
所
は
も
ち
ろ

ん
、
周
辺
地
域
は
、
昭
和

三
十
八
年
の
博
多
駅
移
転
に
伴

う
福
岡
市
の
区
画
整
理
事
業
で

町
の
形
が
一
変
し
た
。し
か
し
、

町
の
形
や
時
代
は
変
わ
っ
て
も

「
人
参
畑
塾
」
と
「
人
参
畑
の

ば
ば
さ
ん
」
は
、
地
域
の
人
々

に
は
な
じ
み
深
い
存
在
だ
。
地

元
の
東
住
吉
公
民
館
は
、
平
成

十
四
年
の
創
立
五
十
周
年
記
念

誌
で「
校
区
の
歴
史
上
の
人
物
」

と
し
て
高
場
乱
と
人
参
畑
塾
を

と
り
上
げ
て
い
る
。

　

道
に
立
っ
て
碑
を
眺
め
て
い

る
人
が
い
る
と
、
通
り
か
か
っ

た
お
年
寄
り
が
「
こ
こ
に
は
元

気
も
ん
が
そ
ろ
う
と
っ
た
と
ば

い
（
そ
ろ
っ
て
い
た
ん
だ
よ
）」

と
語
り
か
け
て
く
る
―
そ
ん
な

こ
と
も
あ
る
。
地
元
の
人
た
ち

は
き
っ
と
今
も
誇
り
に
思
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

　

近
く
に
筑
前
一
之
宮
・
住
吉

神
社
が
あ
る
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
前
四
丁
目
四
番
の
「
グ

リ
ー
ン
ビ
ル
」
の
正
面
横
に

「
人
参
畑
塾
趾
」「
頭
山
満

書
」
と
彫
ら
れ
た
碑
が
建
ち
、

こ
こ
に
「
興
志
塾
」
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

竹
矢
来
組
み

　

厳
重
に
監
視

　

今
も
地
域
に

　

な
じ
み
深
く

頭山翁揮毫の「人参畑塾趾」の碑

高場乱の「興志塾」

「人参畑塾」と呼ばれたわけは…

玄
洋
社
生
み
の
親

　

九
州
の
ブ
ロ
ッ
ク
紙
、
西
日

本
新
聞
の
前
身
、「
福
岡
日
日

新
聞
」
に
昭
和
十
一
年
十
二
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
四
回
に
わ

た
っ
て
連
載
さ
れ
た
麁
原
山
男

氏
の
「
人
参
畑
の
婆
さ
ん
」
は
、

人
参
畑
の
様
子
を
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

　
〈
人
参
畑
は
も
と
福
岡
藩
で

薬
草
人
参
を
栽
培
し
た
と
こ

ろ
、
御
城
内
の
人
参
畑
と
犬

鳴
（
い
ぬ
な
き
＝
福
岡
県
宮
若

市
）
の
人
参
畑
と
共
に
藩
内
の

三
大
人
参
畑
の
一
に
数
へ
ら

れ
、
今
の
東
領
三
四
丁
目
の

裏
か
ら
住
吉
神
社
裏
に
亘
る



　

記
念
館
も
各
種
イ
ベ
ン
ト

花
守
市
長
・
進
藤
先
生
の
逸
話

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
地
域
の
財

産
と
位
置
づ
け
地
域
振
興
に
役

立
て
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
桧

原
桜
が
あ
る
蓮
根
池
周
辺
は

「
桧
原
桜
公
園
」
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
桧
原
桜

賞
」
の
ほ
か
に
文
化
的
事
業
と

し
て
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工

学
府
と
提
携
し
て
の「
桧
原
桜
」

を
主
題
に
し
た
創
作
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
劇
や
新
作
能
も
上
演
さ
れ

て
い
る
。
進
藤
先
生
の
〝
心
の

遺
産
〟
は
確
実
に
市
民
の
た
め

に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
そ

う
だ
。

　

短
歌
の
「
桧
原
桜
賞
」
に
は

一
回
目
に
四
千
百
八
首
の
、
今

回
の
二
回
目
に
は
五
千
四
十
三

首
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

今
回
、
最
高
賞
の
福
岡
市
長

賞
の
一
般
の
部
に
は
、
福
岡
市

城
南
区
、
山
崎
碧
さ
ん
の
「
病

篤
き
母
と
最
後
に
見
し
桜
春
来

れ
ば
心
の
洞
に
咲
き
つ
ぐ
」
が

選
ば
れ
た
。
今
回
は
随
筆
の
部

も
新
設
さ
れ
た
。

年
に
設
け
ら
れ
た
。

　
「
桧
原
桜
」
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
は
昭
和
五
十
九
年

三
月
に
あ
っ
た
次
の
よ
う
な

話
。

　

同
区
桧
原
一
丁
目
の
蓮
根
池

の
脇
に
あ
っ
た
十
本
の
桜
が
、

道
路
拡
幅
工
事
の
た
め
伐
採
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
計
画
を

知
っ
た
地
元
の
住
民
が
「
せ
め

て
今
年
の
開
花
ま
で
伐
採
を

待
っ
て
も
ら
え
ま
い
か
」
と
い

う
主
旨
の
嘆
願
の
短
歌
を
紙
に

記
し
て
桜
の
木
に
掲
げ
た
。

　

そ
れ
を
知
っ
た
進
藤
先
生

は
、
桜
を
愛
す
る
大
和
心
を
讃

え
る
返
歌
を
詠
み
、
工
事
の
計

画
は
桜
を
残
す
よ
う
に
変
更
さ

れ
た
。

　

同
区
は
「
桧
原
桜
」
に
ま
つ

　

福
岡
市
の
南
区
役
所
が
募
集

す
る
第
二
回
「
桧
原
桜
賞
」
の

入
賞
作
品
が
決
ま
り
、
三
月

二
十
七
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。

　

同
賞
は
、
玄
洋
社
記
念
館
の

創
設
者
で
元
福
岡
市
長
、
進
藤

一
馬
先
生
が
、
市
民
か
ら
「
筑

前
の
花
守
」
の
愛
称
を
贈
ら
れ

「
市
民
の
慈
父
」
と
慕
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
、「
桧
原
（
ひ

ば
る
）
桜
」
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る

「
心
の
ふ
れ
あ
い
」「
い
た
わ

り
・
思
い
や
り
」「
自
然
保
護
」

の
精
神
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

短
歌
を
全
国
か
ら
募
集
し
、
こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
後
世
に
語
り

継
ぎ
、
南
区
の
誇
り
に
し
よ
う

と
い
う
目
的
で
、
平
成
二
十
一

と
し
、
開
催
時
期
は
十
月
い
っ

ぱ
い
を
予
定
し
て
い
る
。

　

展
示
物
は
、
写
真
や
書
、
書

簡
な
ど
玄
洋
社
記
念
館
の
寄
託

資
料
が
七
、八
割
で
他
は
博
物

館
の
所
蔵
資
料
、
と
い
う
構
成

に
な
り
そ
う
と
い
う
。

　

博
物
館
の
田
坂
大
蔵
顧
問
は

「
市
民
が
資
料
に
接
す
る
こ
と

と
に
し
て
い
る
。

　

玄
洋
社
記
念
館
の
吉
村
剛
太

郎
理
事
長
は
、
そ
の
主
旨
を

「
近
代
ア
ジ
ア
史
に
お
い
て
政

治
結
社
玄
洋
社
が
果
た
し
た
役

割
を
正
視
し
、
正
し
い
歴
史
の

評
価
を
受
け
る
べ
く
多
角
的
検

証
の
意
味
を
も
っ
て
開
催
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。

で
、
玄
洋
社
の
足
跡
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
い
理
解
し
て
も
ら

う
展
示
会
に
し
た
い
」
と
語
っ

て
い
る
。

で
、
玄
洋
社
の
足
跡
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
い
理
解
し
て
も
ら

う
展
示
会
に
し
た
い
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

辛
亥
革
命
百
年
に
際
し
、

（
社
）玄
洋
社
記
念
館
も
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
、
展
開
す
る
こ

　

昨
年
の
福
岡
市
議
会
十
二
月

定
例
会
の
一
般
質
問
で
、
玄
洋

社
記
念
館
理
事
で
、
同
市
議
会

議
員
の
妹
尾
俊
見
氏
が
「
辛
亥

革
命
の
立
役
者
、
孫
文
先
生
と

福
岡
市
は
な
じ
み
深
い
。
特
別

企
画
展
の
よ
う
な
形
で
寄
託
資

料
を
市
民
の
目
に
披
露
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
尋
ね
、
市
教

育
長
は
「
日
中
両
国
の
人
々
の

交
流
の
歴
史
を
市
民
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
来
年
度
（
平
成

二
十
三
年
度
）
に
行
う
方
向
で

検
討
し
て
い
る
」と
答
弁
し
た
。

　

辛
亥
革
命
は
、
明
治
四
十
四

年
（
一
九
一
一
）
十
月
十
日
、

湖
北
省
の
武
昌
城
で
革
命
派
が

軍
事
蜂
起
し
た
「
武
昌
起
義
」

が
発
端
。
頭
山
満
翁
は
じ
め
玄

洋
社
の
先
覚
ら
は
物
心
両
面
か

ら
精
力
的
に
支
援
し
た
。

　

企
画
展
は
、
市
博
物
館
の
主

催
で
開
催
さ
れ
る
。
博
物
館
の

構
想
で
は
テ
ー
マ
を
「
辛
亥

革
命
と
福
岡
の
人
々
」（
仮
題
）

今
年
10
月
に

　

中
国
近
代
国
家
誕
生
に
道
を

開
い
た
孫
文
の
辛
亥
革
命
か
ら

今
年
は
百
年
。
福
岡
市
博
物
館

（
西
憲
一
郎
館
長
）
は
、（
社
）

玄
洋
社
記
念
館
が
同
博
物
館
に

寄
託
し
て
い
る
資
料
を
活
用
し

て
、
辛
亥
革
命
に
ち
な
む
企
画

展
を
開
催
す
る
。
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（
前
号
よ
り
続
く
）

　

此
時
先
生
は
之
に
答
え
て
、

　
「
君
等
の
事
は
君
等
の
事
で
あ
る
。
君
等
が
改
進
党
と
結

ん
で
如
何
に
国
民
の
多
数
を
制
し
た
と
し
て
も
、
吾
が
党
に

取
っ
て
は
何
等
の
関
係
が
な
い
。
天
下
を
挙
げ
て
進
歩
党
と

な
っ
た
と
し
て
も
、
玄
洋
社
は
天
下
を
相
手
と
し
て
戰
う
ば

か
り
で
あ
る
。」
と
一
言
の
下
に
斥
け
た
の
で
委
員
は
ほ
う

ほ
う
の
態
で
帰
り
去
り
ま
し
た
が
、
当
時
此
事
が
東
京
に
傳

は
り
ま
す
る
や
同
士
等
は
、

　
「
進
藤
こ
そ
は
九
州
の
侍
所
の
別
當
で
あ
る
。
彼
が
九
州

に
居
る
限
り
吾
党
は
何
等
の
懸
念
も
な
い
。」
と
言
い
合
わ

れ
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。

　

進
藤
先
生
は
三
十
九
年
に
平
岡
浩
太
郎
氏
の
歿
後
同
志
の

推
す
所
と
な
り
、
補
欠
選
挙
で
衆
議
院
議
員
に
選
出
さ
れ
次

で
四
十
五
年
の
總
選
挙
に
政
友
會
の
鶴
原
定
吉
と
戰
い
、
進

藤
派
が
無
一
文
で
戰
っ
た
の
に
對
し
鶴
原
は
伊
藤
公
の
寵
児

と
し
て
官
僚
財
閥
の
間
に
重
き
を
為
し
て
居
り
、
又
豊
富
な

軍
資
金
を
散
布
し
た
の
で
結
局
進
藤
派
は
百
十
票
の
差
で
敗

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
此
時
鶴
原
派
の
後
援
者
で
あ
っ
た

安
川
敬
一
郎
は
之
れ
を
評
し
て
、

　
「
鶴
原
が
あ
の
立
場
で
あ
れ
程
の
金
を
使
い
な
が
ら
、
當

選
し
た
と
は
言
え
僅
々
百
票
の
差
に
過
ぎ
ぬ
と
は
情
け
な

い
。
そ
れ
に
し
て
も
進
藤
の
徳
望
こ
そ
驚
ろ
く
可
き
で
あ

る
。」
と
言
わ
れ
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。

　

尚
ほ
進
藤
先
生
の
人
物
と
し
て
の
全
貌
に
就
て
は
青
年
以

来
死
生
を
共
に
し
兄
弟
も
啻
な
ら
ざ
る
頭
山
先
生
の
御
話
が

あ
り
ま
す
が
、
之
れ
こ
そ
進
藤
先
生
に
對
す
る
金
玉
の
評
と

信
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
項
続
く
）

進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

進
藤
喜
平
太
先
生
追
懐
談　

葛
生　

能
久

企画展が開催される市博物館

「辛亥革命」企画展開催へ

玄洋社記念館資料を活用

福岡市博物館

生
か
さ
れ
る「
心
の
遺
産
」

第
２
回「
桧
原
桜
賞
」決
ま
る
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し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
。
高
田
洋
征
副
市
長

の
音
頭
で
乾
杯
し
た
。

　

花
束
の
贈
呈
も
あ

り
、
進
藤
理
事
は
「
思

い
が
け
な
い
叙
勲
で
驚

い
て
い
る
。
今
後
の
人

生
は
、
玄
洋
社
先
覚
が

培
っ
た
精
神
を
帯
し
て

世
直
し
、
人
づ
く
り
に

関
わ
り
た
い
」
と
謝
辞

を
述
べ
た
。

　

出
席
者
は
、
久
し
ぶ

り
に
顔
を
あ
わ
す
人
も

を
交
え
て
、
ま
た
安
部
泰
宏
理

事
は
「
進
藤
理
事
に
は
、
ぜ
ひ

玄
洋
社
の
伝
承
に
尽
力
し
て
ほ

　

悲
運
の
宰
相
、
廣
田
弘
毅

先
生
の
ご
遺
徳
を
顕
彰
す
る

社
団
法
人
廣
田
弘
毅
記
念
青

少
年
育
成
会
主
催
の
今
年
の

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

は
、
五
月
二
十
一
日
（
土
曜

日
）
に
齋
行
さ
れ
ま
す
。
時

間
は
午
前
十
一
時
か
ら
。

　

場
所
は
福
岡
市
中
央
区
城

内
五
（
福
岡
市
美
術
館
入
り

口
）
の
廣
田
先
生
銅
像
前
。

　

参
加
費
は
千
円
で
す
。

　

詳
細
は
廣
田
弘
毅
記
念
青

少
年
育
成
会
（
電
話
０
９
２

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

今
年
は
５
月
21
日
に
齋
行

　

平
成
二
十
二
年
秋
の
叙
勲
で

地
方
自
治
分
野
の
功
績
に
よ
り

「
旭
日
小
綬
章
」
を
受
章
さ
れ

た
前
福
岡
市
議
会
議
員
で（
社
）

玄
洋
社
記
念
館
理
事
、
進
藤
邦

彦
氏
の
「
受
章
を
祝
う
会
」
が

一
月
二
十
二
日
、
福
岡
市
中
央

区
天
神
の
中
華
料
理
店
、
福
新

楼
で
開
か
れ
た
。

　

世
話
人
の
呼
び
か
け
に
玄
洋

社
記
念
館
、
記
念
館
の
創
設

者
・
進
藤
一
馬
先
生
主
宰
の
勉

強
会
「
励
志
会
」
関
係
者
や
福

岡
市
関
係
者
、
仲
良
し
の
仲
間

な
ど
六
十
人
近
く
が
会
場
を
埋

め
た
。

　

玄
洋
社
記
念
館
の
吉
村
剛
太

郎
理
事
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
ん
な
形
で
地
方
自
治
に
貢
献

さ
れ
る
よ
う
に
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
。
記
念
館
理
事
で
同
僚
議

員
だ
っ
た
津
田
隆
士
、
妹
尾
俊

見
議
員
も
選
挙
の
思
い
出
な
ど

代
表
取
締
役
社
長

花
　
田
　
　
　
　
勲

専
務
取
締
役

児
　
玉
　
　
和
　
久

代
表
取
締
役

入

　江

　秀

　雄

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
│
82

　
　
　
　
　
電
気
ビ
ル
本
館
地
下
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
３

　
810-
0004

株
式
会
社

　オ
ー
・
エ
ー
企
画

助
会
費
の
受
け
付
け
を
同
月

一
日
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

法
人
会
員
の
皆
様
、
個
人

会
員
の
皆
様
に
は
、
景
気
の

先
行
き
不
透
明
な
中
、
誠
に

恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何

卒
よ
ろ
し
く
ご
賛
助
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

賛
助
会
費
の
受
け
付
け
要

領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一
万

円
　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝
一

口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た
は

銀
行
振
込
で
お
願
い
致
し
ま

す
。
振
込
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番
号

０
１
７
７
０
～
１
～
２
０
７ 

３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店　

普

通
預
金　

口
座
番
号
０
７
４ 

０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄
洋

社
記
念
館
」
で
す
。

　
　
　
　

　

今
冬
は
、
日
本
中
が
か
つ

て
な
か
っ
た
よ
う
な
厳
し
い

寒
さ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
玄
洋
社
記
念
館
賛
助
会

員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
お

過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
玄
洋
社
記
念

館
は
、
賛
助
会
員
の
皆
様
の

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
昨

年
も
先
覚
顕
彰
行
事
な
ど
所

定
の
活
動
を
滞
り
な
く
す
ま

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
中
国
辛
亥
革
命

か
ら
百
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
当
た
り
ま
す
。
す
で
に
昨

年
か
ら
、
日
本
各
地
で
革
命

の
父
と
称
さ
れ
る
孫
文
に
因

ん
だ
記
念
行
事
や
活
動
が
あ

り
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
報

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
玄

洋
社
も
孫
文
と
は
革
命
支
援

を
通
じ
た
強
い
絆
で
結
ば
れ

て
い
た
こ
と
は
皆
様
ご
存
じ

の
と
お
り
で
す
。
玄
洋
社
記

念
館
も
、
今
年
、
孫
文
と
辛

亥
革
命
を
記
念
す
る
事
業
の

展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
本
年
も
四
月
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
当
記
念
館

は
平
成
二
十
三
年
度
分
の
賛

会
費
納
入
の
お
願
い

社
団

法
人
玄
洋
社
記
念
館

平
成
23
年
度

 今後は世直し人づくりに 

「叙勲を祝う会」開催
進藤邦彦理事の

多
く
、
昔
ば
な
し
に
花
が
咲
い

て
い
た
。
和
気
藹
々
の
時
間
が

流
れ
た
。

・
７
６
２・
２
５
１
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇

　

廣
田
先
生
の
銅
像
の
北
側

約
五
十
㍍
、
福
岡
市
美
術
館

玄
関
前
に
、
玄
洋
社
記
念
館

の
創
設
者
で
元
福
岡
市
長
、

福
岡
市
名
誉
市
民
、
進
藤
一

馬
先
生
の
顕
彰
像
が
あ
り
ま

す
。
廣
田
先
生
の
顕
彰
祭
ご

出
席
の
折
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

花
束
の
贈
呈
を
受
け
る
進
藤
理
事



れ
の
身
に
て
、
此か

く
ば
か
り
操

の
堅
き
は
世
に
も
あ
り
が
た
く

こ
そ
覚
ゆ
れ
。

　

さ
れ
ど
吾
此
度
の
挙
は
、
兎

て
も
全
う
成
就
す
べ
き
事
と
は

思
は
れ
ず
。
今
に
も
官
軍
押
寄

せ
来
ら
ば
、
花
々
敷
戦
ひ
て
討

死
す
べ
く
願
ふ
な
り
。
さ
れ
ば

汝
い
ま
し爰こ

処こ

に
あ
り
し
も
、
徒た

だ

味
方

の
足
手
ま
ど
ひ
と
も
な
ら
ば
、

在
て
甲
斐
な
き
の
み
な
ら
ず
、

我
の
死
後
ま
で
心
残
り
な
り
。

　

昔
寿
永
の
頃
、
鬼
神
と
呼
ば

れ
玉
ひ
し
木
曽
殿
も
、
運
竭つ

き

て
粟
津
原
の
土
と
な
り
玉
は
ん

と
せ
し
時
、
附
従
ひ
し
巴
女
を

ば
強し

い

て
ふ
り
放
ち
玉
ひ
し
例た

め
しも

あ
り
。
又
赤も

ろ
こ
し県
の
項
羽
と
て
力ち

か
ら

山
を
抜
く
と
し
も
呼
ば
れ
し
猛

者
も
、
軍い

く
さ敗
れ
て
身
死
せ
ん
と

せ
し
時
、
一
人
の
美
姫
に
名
残

を
ゝ
し
み
て
、
今
の
世
ま
で
物

笑
ひ
と
な
り
ぬ
。
物
の
例
は
か

く
の
如
し
。

　

願
ふ
は
汝
も
今
日
の
逢
瀬
を

　

又
此こ

は
箱
崎
八
幡
宮
の
矢や

除よ
け

の
守
札
と
大
（
太
）
宰
府
天
満

宮
の
災
難
除
の
守ま

も
り護
に
は
べ

り
。
い
か
で
君
に
は
こ
れ
を
肌

に
納
め
玉
ひ
て
矢
玉
の
難
を
避

け
玉
へ
か
し
、
と
紙
包
二
つ
を

し
並
べ
て
、
い
と
信
切
に
聞
え

け
り
。

　

震
志
も
其
真
心
を
深
く
喜

び
、
小
梅
の
背そ

ひ
らを
な
で
さ
す
り

て
、
世
に
も
嬉
し
き
言
の
葉
を

聞
く
も
の
か
な
。
金
殿
玉
楼
の

上
に
あ
り
て
、
式
厳
か
に
妻
と

し
婦め

と
し
呼
ば
る
ゝ
間
に
も
、

婦
を
捨
つ
る
無
常
の
夫
あ
れ

ば
、
道
な
ら
ぬ
褄
か
さ
ぬ
る
浮た

は

婦れ
め

さ
へ
あ
る
に
、
浮う

き

川か
わ

竹た
け

の
流
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宇
田
川
文
海
『
西
南
拾
遺
』（
二
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

明
治
十
二
年
九
月
刊
行

　
　

小
室
信
介
閲

　
　

宇
田
川
文
海
編
輯

﹃
西
南
拾
遺
﹄
巻
之
五

今こ
ん
じ
ょ
う
生
の
余な

ご
り波
と
お
も
ひ
、
敵
の

来
ぬ
間
に
早
く
博
多
へ
帰
り
候

へ
と
理こ

と
わ
り
尽
く
し
て
説
諭
し

つ
、少し

ば
し時
か
た
み
に
語
ひ
け
り
。

　

時お
り

し
も
彼か

な
た方
に
あ
た
り
て
、

一
声
の
喇ら

っ
ぱ叭
山
嵐
に
つ
れ
て
、

ひ
う
〳
〵
と
耳
を
貫
き
け
れ

ば
、
陣
中
俄
然
と
し
て
驚
き
騒

ぎ
、
ス
ハ
敵
よ
〳
〵
と
罵
る

声
、
い
と
騒
が
し
う
聞
え
け
る

に
ぞ
。
震
志
は
屹
と
心
附
き
、

す
が
り
し
小
梅
を
押
し
の
け

つ
、
手
早
く
小
銃
手
に
取
り
て

出い

で
ん
と
し
つ
ゝ
、
ふ
り
か
へ

り
て
、
小
梅
よ
疾と

く
〳
〵
爰
処

を
立
去
り
ね
。
今
こ
そ
今
生
の

別
れ
に
て
候
ふ
ぞ
、
と
眼
に
持

つ
涙
を
し
ば
た
ゝ
き
、
見
か
へ

り
〳
〵
馳
せ
出
け
り
。

　

小
梅
は
あ
な
や
と
驚
き

つ
ゝ
、
引
止
め
ん
と
駈
寄
し

が
、
震
志
は
早
く
も
振
放
し

て
、
陣
外
に
出い

で

や
き
た
れ
ば
、

此
は
如
何
に
せ
ん
と
ば
か
り
に

身
を
も
が
き
、
ど
う
と
倒
れ
て

泣
伏
し
た
り
。

　

折
柄
陣
外
に
は
官
賊
両
軍
の

放
て
る
大
小
砲
の
声
、
さ
な
が

ら
霹
靂
の
如
く
、
伐
り
結
ぶ
刃

の
光
は
電
光
の
ひ
ら
め
き
わ
た

る
か
と
怪
し
ま
れ
、
砲
烟
の

雲
、
流
血
の
雨
、
見
る
も
胆
消

え
、
魄
も
失
は
る
ゝ
か
と
思
ふ

ば
か
り
に
て
、
其
物
凄
き
こ

と
、
い
は
ん
か
た
な
し
。

　

小
梅
は
や
が
て
心
を
鎮
め
、

我
斯
て
あ
ら
ん
に
は
流

な
が
れ
だ
ま丸の
為

に
身
を
失
ひ
、
夫
の
後ご

世せ

を
弔

ふ
こ
と
も
能
ふ
ま
じ
。
兎
に
も

角
に
も
此
場
を
ば
程
よ
う
逃
れ

て
、
夫
の
為
と
も
な
る
事
を
、

徐し
ず

か
に
謀
る
に
如し

く
こ
と
あ
ら

じ
。
実げ

に
然し

か

な
り
と
、
独ひ

と
り
云

ひ
、
独
答
へ
て
、
身
を
起
し
、

密
か
に
陣
後
に
走
り
出
づ
れ

ば
、
幸
な
る
か
、
両
軍
共
に

戦た
た
か
い
た
け
な
わ

闌
に
て
誰
一
人
咎
む
る
者
も

あ
ら
ざ
り
き
。

　

時お
り

よ
ろ
し
と
打
う
な
づ
き
、

や
が
て
秋
月
の
町

ま
ち
は
ず
れ端よ

り
野
道

を
つ
た
ひ
て
ひ
た
走
り
て
走
り

ゆ
き
、
秋
月
よ
り
四
里
あ
ま
り

あ
ゆ
み
て
、
小
倉
街
道
な
る
飯

塚
と
い
ふ
処
に
ぞ
着
に
け
る
。

道
す
が
ら
ふ
り
か
へ
り
見
れ

ば
、
戦
の
場
所
に
あ
た
り
て
黒

烟
む
ら
〳
〵
と
天そ

ら

に
立
昇
り

て
、
矢
叫
び
の
声
は
次
第
〳
〵

に
微か

す

か
に
な
り
ゆ
く
め
り
。

　

我
は
か
く
無
事
に
逃
来
し
者

の
、
夫
は
い
か
に
な
り
ゆ
き
玉

ふ
ら
ん
。
今
頃
は
丸た

ま

に
や
あ
た

り
て
失う

せ
玉
ひ
け
ん
。
敵
の
刃

に
う
た
れ
て
、
は
か
な
く
や
な

り
玉
ひ
け
ん
な
ど
、
思
ひ
め
ぐ

ら
し
て
は
、
ふ
り
落
る
涙
を
袖

に
お
し
つ
ゝ
み
、
泣
つ
ゝ
歩

み
、
歩
み
つ
ゝ
泣
き
、
後
髪
ひ

き
戻
さ
る
様
に
お
ぼ
ゆ
る
を
、

斯
く
て
は
夫
の
心
に
も
背
き
な

ん
と
、
弱
る
こ
ゝ
ろ
を
鬼
に
な

し
つ
、
や
う
や
く
に
飯
塚
ま
で

は
た
ど
り
来
に
け
る
。

　

か
く
て
小
梅
は
飯
塚
の
駅

【
え
き
＝
宿
場
の
意
】
に
た
ど

り
着
き
て
、
是
よ
り
西
に
足
を

向
け
な
ば
、
博
多
の
街
へ
は
か

へ
る
べ
か
り
し
も
、
偶ふ

乎と

心
に

浮
び
ぬ
る
は
、
我
若
藤
屋
の

主あ
る
じ人
に
は
纔わ

ず
かに
二
三
日
の
暇い

と
まを

乞
ひ
、
箱
崎
・
太
宰
府
の
両
宮

へ
参
籠
せ
し
に
、
其
侭
内
へ
は

帰
へ
ら
ず
し
て
、
斯
く
戦
場
に

彷さ
ま

徨よ
う

身
と
は
な
り
ぬ
。
然さ

る
に

今
お
め
〳
〵
と
博
多
に
帰
へ
り

な
ば
、
若
藤
屋
の
家
内
は
更
な

り
、
知し

る
べ音
の
人
も
皆
怪
し
み

て
、
か
に
か
く
詰な

じ

り
問
は
れ
ん

は
、
い
と
煩う

る

さ
き
事
に
な
ん
。

　

又
福
岡
方
の
人
々
に
て
、
若も

し

生い
け

擒ど
り

と
な
り
し
人
あ
ら
ば
、
我

の
事
を
も
官
軍
に
詳つ

ば
らに

告
げ
ん

も
知
る
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
、

賊
の
余
類
な
り
と
て
、
捕
手
を

博
多
に
向
け
ら
る
ゝ
事
も
あ
ら

ば
、
楼
の
主
人
は
如
何
ば
か
り

か
苦
み
な
ん
。
我
も
亦
縛

い
ま
し
めに
就

く
と
き
は
、
夫
の
菩
提
を
訪と

む
らふ

こ
と
も
得え

能あ
た

ふ
ま
じ
。

　

此
は
我
が
此
侭
に
脱に

げ
は
し走
り
て

何い
ず
く処
へ
か
身
を
隠
し
、
博
多
の

街
に
は
無
き
物
と
な
る
に
如
く

事
な
し
。
実げ

に
然し

か

な
り
と
、
女

心
に
浅
は
か
に
も
お
も
ひ
考
が

へ
、
身
を
ひ
る
が
へ
し
、
小
倉

街
道
に
さ
し
か
ゝ
り
ぬ
。
是
十

年
の
四
月
三
日
、
福
岡
賊
徒
の

沈
滅
な
せ
し
当
日
と
ぞ
知
ら
れ

け
る
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 51 回

　

吉
岡
大
次
郎
、勇
戦　

震
志
、

　

小
梅
に
訣
別
す
。（
続
き
）

震
志
の
後
世
を
弔
う
た
め
に
も
、
と
小
梅
は

秋
月
か
ら
逃
れ
た

　

４
里
を
歩
い
て
小
梅
が
た

　

ど
り
つ
い
た
飯
塚
＝
飯
塚

　

宿
郡
屋
跡
の
碑


